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2025 年6 月12 日 

報道関係者各位 

    兵庫医科大学病院 

病状説明を AI が自動要約し電子カルテに記録 

～大学病院で全国初の導入 兵庫医科大学病院で運用開始～ 

2025 年 6 月 1 日 兵庫医科大学病院（所在地：兵庫県西宮市、病院長：池内 浩基）は、音声認

識と生成 AI を活用した診療支援ツール「medimo（メディモ）」を導入しました。大学病院における導入は

全国で初めてとなります。「medimo」は、株式会社 medimo（所在地：東京都世田谷区、代表取締

役：馬 劭昂、中原 楊、野村 怜太郎）が開発したシステムで、医療現場での会話を自動で文字起こしし、

生成 AI が要約文を作成することで、電子カルテへの記録を効率化します。とくに医師による病状説明やインフ

ォームドコンセント（治療や手術前の説明と同意）の記録支援に活用できます。 

兵庫医科大学病院では本取り組みを通じて、医療現場の業務効率化と質の向上、そして患者へのより良い

説明と理解の促進を目指してまいります。 

 

 

 

本システムの導入により期待される効果 

1. 医師の記録作業時間の大幅な削減 

2. 医師の記憶に頼らない、正確な記録の実現 

3. 録音データにより、説明内容の後日確認が可能 

4. AI が要約しやすい、わかりやすく明確な説明を意識することで、医師の説明スキル向上にも寄与 
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診療現場では、医師が患者に対して行う説明内容やその反応、質疑応答の詳細をカルテに記録することが求められ

ます。医療の高度化やリスクの高い患者の増加により、説明に費やす時間も長くなる傾向にありますが、従来は診療後

に内容を思い出しながら記録する必要があり、時間的・精神的負担が課題となっていました。 

今回導入された「medimo」は、医師が院内専用スマートフォンで患者への説明を録音し、その音声をリアルタイムで

文字起こし、終了後に生成 AI が約 1,000 字に要約します。要約文は 2 次元バーコードに変換され、スキャナで読

み取ることで、インターネットを介さずに電子カルテ端末に転送されます。バーコード変換から記録までにかかる時間はわ

ずか 1 分ほどです。 

現在は、各診療科から 1 名ずつ選出された医師が運用を開始しており、生成 AI による要約精度への高い評価が寄

せられています。今後はシステムの安定運用を確認した上で、年度内にはすべての医師が利用できる体制を整える予定

です。将来的には看護師をはじめとする他の医療スタッフへの展開も視野に入れています。 

 

 

 

【本件に関するお問合せ】 

兵庫医科大学 広報課 

電話番号 0798-45-6655 ／ E-mail  kouhou@hyo-med.ac.jp 


